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次世代エネルギー・水素を利活用
未来を拓く「輪業」を追究する

キーパーソンに聞く ─
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山本　どのようなニーズにも着実に対
応する技術力を維持、向上させているの
は、言葉で言うのは簡単ですが、実行し、
かつ継続しているのは簡単ではありませ
ん。改めてすごいことだなと思います。
中島　ありがとうございます。「輪業」
を標榜しているとおり、当社が駐輪場に
まつわる仕事のみに特化しているからこ
そ、実現できているのだと思います。当
社が駐輪場に特化して約20年経ちまし
た。それ以前、創業者の先代は民生機器
の開発なども手掛けていて、いまも一部
はその業務は継続していますけどね。

普及のカギを握るのは
水素ボンベのデリバリー網

山本　ではここから御社の技術力に
フォーカスしていきましょうか。まず
は何といっても「水素」です。私は個人
的に水素エネルギーには非常に大きな
可能性を感じていて、根強く支持してい
るんですね。そんな折、昨年8月に飛び
込んできた、山梨における水素燃料電池
搭載電動アシスト自転車の公道走行に
御社の技術が全面的に活用されていた
というニュースは、非常にうれしく感じ
ました。改めて、実現に至った経緯を教
えてください。
中島　7～ 8年前、「国立山梨大学さん
が水素をエネルギーとした研究に取り
組もうとしており、民間のパートナーを
探している」との情報をキャッチし、そ
れを聞いた当時の技術部長がいち早く
手を挙げたのです。ま、会社全体が新し
モノ好きなもので（笑）。そして、2021
年11月30日、一般社団法人FCyFINE 
PLUS（エフシーファインプラス）とい
う団体が立ち上がり、スターティングメ
ンバ―となりました。そこにはトヨタ
自動車さん、清水建設さん、NTTドコ
モさん、日邦プレシジョンさん等々も
加盟されています。当初はドローンに

ジットカード決済が浸透して、駐輪場で
も様々な決済方法が選べるようになって
いますね。かといって今後、現金決済が
淘汰されていくというようなことは……。
中島　当社のクライアントの7割以上は
自治体です。駐輪場は小さなお子さんか
らお年寄りまで多様な世代が利用される
わけで、なかにはキャッシュレスに対応
できず、現金払いのみの方も当然いらっ
しゃる。となれば自治体はそうした方々
を取り残さないように現金払いもでき
る仕組みにしてください、という要望を
我々に発注されます。ですので現状とし
てはキャッシュレス決済、現金払い、い
ずれにも対応できる環境をご提供してい
る状態ですね。
山本　前回対談の約10年前に比べると、
料金の払い方がかなり多様化しており、
駐輪場側としてはすべてに対応しなけれ
ばなりません。「機械屋」の御社としては、
仕事のやり甲斐がある状況でしょうか。
中島　そうですね。ただ、個人的には、
日常で現金を使うシーンはほぼなくなり
ました。例えば当社最寄りの新横浜でタ
クシーを使う際も、支払いから領収書管
理までスマホひとつで完結するタクシー
アプリ「GO」が使えるタクシーしか使い
ません。タクシー乗り場で私の順番にな
り、たまたま「GO」に対応していないタ
クシーが来た場合は、後ろで待っている
方に「よろしければどうぞ」と譲ってい
ますから（笑）。とにかく、GOのような
スマホひとつで決済が完結できるスピー
ド感は本当に素晴らしいですし、あの感
覚が駐輪場のお客様にも実感していただ
けるようになったのは、実に良いことで
す。ただ、先に申し上げたとおり、一部
にはキャッシュレスに対応できない方も
いらっしゃるので、我々としては決済の
仕組みを簡素化することはできないです
ね。現金、クレジットカード、電子マネー
とあらゆる機能に対応できる精算機や、
顔認証による入退場など、変わらずいろ
んな技術開発に取り組んでいます。

究極のクリーンエネルギーとして、世
界から熱い視線を集める水素。近年、水
素燃料を活用した自動車、バスなどを目
にするシーンが増えるなか、パーキング
業界でいち早く水素を活用した研究開発
を進めているのが東海技研株式会社だ。
昨年8月、同社の水素燃料電池搭載電動
アシスト自転車が経済産業省の認可を取
得、日本で初めて一般公道を走行するこ
とが可能になったという快挙は、業界を
驚かせた。加えて、2023年6月6日には、
政府が「水素基本戦略」をとりまとめ、今
後15年間で、官民合わせて15兆円超の
投資を行うと発表。東海技研の水素に関
わる研究開発の追い風となるのは確実だ。
こうした状況を中島社長はどう受け止

めているのか。“水素戦略”を中心に、独
自の技術を投入した駐輪場開発の現在地
と未来、そして、中島社長がかねてより
唱え続けているスローガン「輪業」を通
じたものづくりへの思いを聞いた。

収録：2023年6月9日
聞き手：本誌編集長　山本 稔

多様化する決済システムに対応
「機械屋」として進化を継続

山本　対談企画は2014年8月号以来、2
度目のご登場となります。ほぼ10年ぶ
りですね。前回の対談後から今日までの
歩み、注力されてきたことなどについて
お聞かせください。
中島　基本的には変わらず「機械屋」で
あり続けています。変わったのは、かつ
てはIBMさんに間借りしていたのを、自
社でクラウド型駐輪場管理システム「サ
イクルンペディア」をつくり、東海技研
のプラットフォームを完成させたことが
大きな変化ですね。世の中は決済方法が
変わり、現金から電子マネーへ移行して
いますが、すべてのやり取りを一元管理
するようになりました。
山本　近年はかなり電子マネーやクレ

特   

集



020

に至ってはなかなか現実味がないかも
しれません。しかし私は、政府が掲げた、
今後15年間で官民合わせて15兆円超の
投資を行う「水素基本戦略」が追い風と
なって、デリバリー網構築も、そう遠い
未来の話ではないと考えています。
山本　なるほど。その実現のためには
コストダウンも至上命題ですね。潤沢な
資金を背景にして研究開発を進め、日本
が水素エネルギー先進国になってほしい
ものです。仮にそうなった暁には、東海
技研さんのエネルギー業界における存在
感は、非常に大きなものになるでしょう。
中島　ありがとうございます。
山本　ところで水素の研究開発と聞く
と、結構危険を伴うものというイメージ
があるのですが、御社ではどのような環
境を整えているのですか。ここでお話
いただける範囲でご教示いただければ。
中島　一見すると結構カジュアルな場
所なんですよ。物流倉庫や鉄道輸送の貨
物などでよく見かけるコンテナを改造
し、強力なダクトを取り付けて、その内
部で水素を発生させる研究開発を行っ
ています。ほんのわずかでも水素が漏
れたら警報音が鳴るようなセンサーを
取り付けておりまして、しょっちゅう
ピーピー鳴っているという。
山本　ええ！？　危ないじゃないですか？
中島　空気中で水素が4％以上の割合に
なると爆発する恐れが高まるそうです
が、実際にはもちろんそんなことはあり
ません。むしろガソリンやガスを扱う
研究施設よりも爆発事故のリスクは低
いと聞いています……いま明らかにで
きるのはこのあたりまででしょうか。
山本　なるほど。かなりのトップシー
クレットなわけですね。冗談抜きで産
業スパイの接近に留意をしないと。で
も中島さんがにらみを利かせていれば
大丈夫ですね、もちろん。
中島　ははは。ちなみに水素ボンベは
自転車以外でも活用のフィールドがあ
るんですよ。例えば防災用品の電源と

活用した乗り物は、ご存じトヨタ自動車
の「MIRAI」ですが、第2号は当社が手
掛けた、水素燃料電池搭載電動アシスト
自転車なんですよ。
山本　そうか、それはすごいですね！
中島　ありがとうございます。自転車
は、経産省認可、公道走行の実証実験の
NEDO採択も決定し、今年8月から実際
に山梨県内の道の駅「富士川」において、
一般の利用者様に2年間レンタサイクル
として乗っていただいて、運用や水素ボ
ンベのインフラなどの有効性を実証す
ることになっています。
山本　それもまた大きなニュースにな
りそうですね。我々も取材しなければ。
中島　ぜひお願い致します。日本の法
律は厳しくて、水素は消火器と同様の堅
牢な構造のボンベに注入して使わなけ
ればなりません。実験では、水素ボンベ
のデリバリーを普及させるための運用方
法を探ることも大きな命題になっていま
す。究極の理想は「家庭用のカセットボ
ンベのように、コンビニやスーパーで水
素ボンベが買えること」。現在は自動車
用の水素ステーションもごくわずかしか
ありませんので、水素ボンベデリバリー

水素エネルギーを活用しようという話
だったのですが、当社が自転車に関連す
る事業を手掛けていることをきっかけ
に、自転車に活用する路線に変更となり
ました。身近な移動手段、環境に優しい
という特徴が、クリーンエネルギー・水
素との親和性が高かったわけです。そ
れから、実にさまざまな紆余曲折、実証
実験を経て、昨年8月、日本初の経産省
認可による公道走行に至りました。ち
なみに日本で最初に水素エネルギーを

現在、水素燃料電池を活用したアシスト自転車は左のプロトタイプ「α機」だが、いずれは右のス
マートなフォルムが美しい「β機」へ進化させることが目標とのこと。
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山岳救助隊が背中のザックに収めて、救
護時や移動中の電源として活用するの
にも向いているという案もあり、可能性
が広がっています。

大阪万博でも活用を！
無線式個別ロックに期待

山本　自転車にとどまらず、水素燃料電
池を活用した駐輪場の開発にも力を入れ
られていると聞いています。現在はどの
ようなステージに来ていますか。
中島　災害時の支援ステーション化へ
向けた取り組みを進めています。Wi-Fi
ポート、携帯充電、デジタルサイネージ、
シェアサイクルの災害発生時の開放等々
に必要な電源として水素燃料電池を使う
というものです。さらに、当社製の小規
模駐輪ステーション「Fours」の定置、あ
るいはラック数の少ない、コンパクトな
路上設置型駐輪場などに応用する取り組
みもあります。
山本　なるほど、駐輪場ひとつとっても

水素は汎用性が高そうですね。小型の
太陽光パネルを上部に設置している駐輪
場・駐車場の精算機をよく見かけますが、
水素燃料電池のパワーは、太陽光パネル
をしのぐものがありそうな。
中島　私に言わせれば、あのパネルは補
助電源的な役割は果たせますが、100％
太陽光で賄うのは、まだ技術的に難しい
でしょう。いわば、ラーメンの無料サー

しての使用です。通常のバッテリーだと、
数年以上使わないでいるとバッテリー
あがりで使えなくなったりしますが、水
素ボンベは放電のような現象がなく、あ
がってしまう心配がほぼ皆無なんです
ね。また、人里離れた山間部や河原、海
辺などで散見される不法投棄の抑止に
活用できるのではという話もあります。
水素ボンベは、自転車の電源に使った場
合、航続距離が約150kmと非常に長く、
継続的に使えるので、監視カメラの電源
にも最適だというわけです。さらには

❶ 従来のバッテリーに比べて非常に劣化しにくく、耐久性も高いことから駐輪場の災
害時支援ステーションの動力源としても有望だ。

❷ 東海技研が開発を進めている「非接触充電シェアサイクルポート」でも水素燃料電池
の応用を追究。

❸ 駐輪の新たなニーズである「小規模分散型駐輪場」においても燃料電池の応用が期
待されている。

コンテナを改造したラボ内の写真。化学的な材料を
用いて水素を発生させる実験に取り組んでいる。

❷❷

❸❸

❶❶
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ほど強い電波が飛ばせないのです。これ
がアメリカならもっと強力な電波の使用
が認められているので、こんな問題も起
きないのではと思うのですが……。
山本　なるほど。でも、偶然、街中で金
属の物体が電波を遮断する状況を開発段
階で想定するのは難しそうですね。
中島　とはいえこのままではいけません

ので、中継アンテナを追加設置するなど、
電波が途切れない環境の構築に取り組ん
でいます。これからも日々ブラッシュアッ
プを重ねて、より良いものになるよう、努
力していくつもりです。

重鎮は現役世代の“応援団”に
世代交代で工業会を発展させたい

山本　ではもうひとつ別の質問です。
昨年7月、JR横浜線の鴨井駅前で開始し
た、Suicaを定期券とした駐輪場の入出
場システムは、その後どんな展開を見せ
ていますか。
中島　当社では従来からfelicaカード
を利用した駐輪場定期券システムを提案
してきたのですが、より一層の利用者の
利便性や個人情報保護を向上させるた
め、東日本旅客鉄道様、JR東日本メカト
ロニクス様と共に実証運用を開始しまし
た。今後はその結果をMaaSや、当社独
自のMyちゃりサービス、バイクロッカー

ライドラック、垂直昇降ラックでの自転
車の個別管理では配線配管の耐久性に問
題があったこと、さらに、導入工事のコス
ト高、都心部での大規模な駐輪用地確保
の難しさなどでした。近年では大規模用
地の代わりに、歩道上や路肩の設置も普
及してはきましたが、各種許可申請やレ
イアウトの制限などが課題だったのです。
山本　無線式個別ロックはそれらのソ
リューションとして有効であると。
中島　はい。充電式電池で8ヵ月ほど
運用でき、現場でのレイアウトの自由度
が高い上に、増設・移設・撤去などが容
易です。ですので、例えば2025年4月～
10月に大阪万博が開催されますが、あの
ような期間限定のイベント時にニーズが
あるのではと期待しています。
山本　期間限定といえば、半年近く雪に
閉ざされて駐輪場としてその土地が使え
なくなってしまう、北海道でのニーズな
どもありそうですね。
中島　おっしゃるとおりです。ただ、名
古屋への導入後、課題も見つかりました。
金属の物体に電波が遮断されてしまい、
その瞬間だけ操作が不安定になってしま
う場合があることがわかったのです。例
えば、自転車が駐まっているラックと精
算機の間に、偶然、金属の物体を積んだ
宅配業者などのトラックが荷捌きで駐車
してしまった場合、操作しにくくなりま
す。日本は電波関連の法が厳正で、それ

ビスで付いてくる半ライスのような存在。
山本　「小型太陽光パネルは半ライス」。
すごくキャッチーだ（笑）。
中島　もちろん、例えば日本サンサイク
ルさんの名機「サンラッキー」のように
機能を絞り込み、なおかつ機体自体を超
小型化した独立型の個別管理システムは
別ですけどね。
山本　水素燃料が、現在の電源に代替す
る未来もそう遠くはないかもしれません。
中島　そうですね。あるいはロックレ
スだけでなく、精算機もセキュリティ用
のバーなどもない、まったくフラットな
駐輪場が登場するほうが先かもしれませ
んが、しかし顔認証や決済システムの進
化が加速すれば十分実現可能です。まあ
「機械屋」が機械のない駐輪場の話をす
るのも少し矛盾していますけど。
山本　でも、フラットで一見何もない場
所にこそ、裏では先端技術が集積してい
るのですから、東海技研さんの活躍の場
はさらに広がっていくことでしょう。
中島　ありがとうございます。そうあり
たいものですね。
山本　話は変わりますが、名古屋に導入
された無線式個別ロックも、直近におけ
る御社製品の大きなトピックのひとつだ
と承知しています。開発の経緯や、導入
後の反響を教えていただけますか。
中島　現在、栄地区に約3,000台導入し
ています。開発の背景にあったのは、ス

東海技研が提供する駐輪場システム
「サイクルン」の定期Web申込システム
と、JR東日本メカトロニクスが提供す
る各種IDを連携するシステム「ID-PORT」
を接続し、Suicaを駐輪場の定期券と
して入出場できる実証実験を実施。日
頃使っている SuicaやモバイルSuicaの
ID番号を専用サイトより登録すること
で、対象の駐輪場ゲートを導入してい
る駐輪場で定期券として利用できる。

【Suicaを駐輪場定期券として利用できる実証実験 使い方イメージ】

※「サイクルン」は東海技研株式会社の登録商標
※「ID-PORT 」はJR東日本メカトロニクス株式

会社の登録商標
※「Suica」・「モバイル Suica」は東日本旅客鉄

道株式会社の登録商標
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過去の対談記事をWEBで公開しています

または http://www.parkingpress. jp/taidan/  にアクセス

で検索パーキングプレス 対談

聞き手：本誌編集長　山本 稔 （やまもと　みのる）
1959年神奈川県横浜市生まれ。1981年東京工芸大学写真工学部卒業。制作会社にて宣伝広告・商業カタログ等の写真制作に携わりながら
1994年に独立し、デザイン・印刷・出版を主な事業とする（有)サン・ネットを設立。2010年より本誌編集長

まずは技術部会長として、多様なシチュ
エーションにも耐え得る、駐輪場の安全
性確保の追求はもちろん継続していかな
ければならないと考えています。それに
加えて、会員が「工業会に入っていてよ
かった」と思えるようにするには、現在、
第一線で頑張っている世代で青年部会
をつくり、彼らに工業会を主導してもら
うよう、組織改革をすることが肝要だと
思っています。
山本　つまり世代交代をはかると。
中島　もちろん、理事長をはじめ、先達
あっての業界であり、リスペクトが変わ
ることはありませんが、彼らが築いた環
境に依存していてはいけません。
山本　駐輪場の設備機器は一定の成熟
を見せているともいえます。そして今ま
さに、駐輪券からキャッシュレス、水素
エネルギーへのイノベーションが加速し
ている時代なのですから、そうした大き
な転換が実現しやすい時期であるのは間

などへのサービス連携のほか、マイナン
バーとのひもづけも進められることにな
るため、当社のサイクルンペディアとの
シームレスな連携にも期待しています。
山本　今お話に出た「Myちゃりサービ
ス」も画期的なアイデアですよね。駐輪
場＋自転車がセットでサブスクとは。
中島　ありがとうございます。もちろん、
土地の相場によりますが、月額約5,000
円の設定で、駐輪場と自転車が使い放題
というサービスです。地方から出てきて、
卒業したら郷里に帰って就職する大学生、
工場勤務の単身赴任の方など、期間限定
でその土地に暮らす方に最適な提案だと
自負しています。自転車は電動アシスト
付き自転車で、駐輪中に充電できて合理
的ですし、自転車代も込みですから、経
済的・合理的であると、結構引き合いが
来ていますね。
山本　大学キャンパスで、卒業後に自
転車を乗り捨てたまま故郷に戻ってしま
う学生が多いことで、放置自転車が山の
ようになっているケースもありますので、
そうした課題のソリューションとして有
効だと思います。水素エネルギーもさる
ことながら、これも社会貢献の度合いが
高い取り組みですね。もっと周知を進め
ていきましょう。
中島　ありがとうございます。
山本　では最後は東海技研を離れて、
一般社団法人自転車駐車場工業会(以下
「工業会」）の副理事長 兼 技術部会長の
立場から、業界の発展、課題等、お話を
いただけますでしょうか。
中島　では僭越ながら申し上げます。

違いないでしょう。できれば何らかのマ
ネタイズできる仕組みが伴うと理想的で
すね。業界での共有もさることながら自
社も潤う結果が伴うと「工業会に入って
いてよかった」と実感できそうです。
中島　おっしゃるとおりです。工業会の
会員は本来はコンペティターですが、青
年部会では協働し、さらに時には異業種
も巻き込んで、できること、やらなけれ
ばならないことに取り組む。重鎮の方々
には長年培ってきたコネクション、経験
値を駆使していただき、青年部会の“応
援団”になってもらうんです。それが現
代風の改革であり、工業会が発展するた
めの糸口になると考えます。
山本　なるほど、よくわかりました。本
日は水素エネルギーをはじめとする御
社の先端の取り組みの数々、さらに業界
発展のための提言もいただき、実りのあ
る時間となりました。誠にありがとう
ございました。

「宅配業者が使っているリヤカー付きの電動アシスト付き自転車などでも、大きなパワーを持つ水素ボ
ンベが活躍しますね」など、水素のさまざまな可能性を示してくれた。
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